
～ 6年　12月　20日

（対象者数） 19 （回答者数） 12

～ 6年　12月　20日

（対象者数） 4 （回答者数） 4

～ 年　月　日

（対象数） （回答数）

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1

重心でも安心して使用できる遊具の増設。

2

重心に特化した活動の提供。

3

職員の安全運転に対する意識と技術の向上。

福祉車両の増台を計画中。

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1

事業所で行っている取り組みなどを積極的に外部へ発信して

いく。

2

地域内の外出を足掛かりとして職員の経験を積み、統率力、

判断力、実践力などのスキル向上を図る。

3

○従業者評価実施期間 6年　11月　18日

○事業所名 あすなろくれよん

○保護者評価実施期間 6年　11月　18日

○保護者評価有効回答数

○従業者評価有効回答数

○訪問先施設評価実施期間 年　月　日

○訪問先施設評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日 7年　1月　31日

事業所の強み（※）だと思われること

※より強化・充実を図ることが期待されること
工夫していることや意識的に行っている取組等

重心の児童が安心して過ごせる様に全室バリアフリー対応で、

広々とした空間で活動できる。

フロアマットも柔らかい素材を使用。

ブランコも寝たまま乗れる円形タイプのブランコを楽しめる。

スヌーズレン室があり、光や音で五感を刺激した遊びができ

る。

児童の感覚をたくさん刺激できる様に、リトミック活動など定

期的に行っている。

長期休みは、おでかけなどご家庭でなかなか出来ない体験を提

供している。

施設外活動が少ない。 職員不足などの理由で十分な安全が確保できないとなかなか実

施に踏み切れない企画がある。

福祉車両での送迎のため車椅子、バギー等でも安心して乗降で

きる。

緊急時に対応できるように看護師が添乗。

事業所の弱み（※）だと思われること

※事業所の課題や改善が必要だと思われること
事業所として考えている課題の要因等

重心のため専門職を必要とし、人材の確保が難しい。 重心児のための事業所のイメージがわかりずらい。

事業所における自己評価総括表公表


